












 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業概要（シラバス） 

※内容が変更となる場合があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



RST-001（必修） 

授 業 概 要 

１．科目名 みんなの特別支援教育 

２．時間数 ２２．５時間 時期 夏・秋・冬 各５回 

３．必修・選択区分 必修 

４. 授業形態 講義 

５．参考書 なし（講義毎にプリント配布） 

６．担当者 人間行動学研究科 非常勤講師 中尾繁樹 

７. 概要 

一人一人学び方の違う子どもたちについて広く、深く理解することで、すべての教育の中で適

切な指導方法や具体的な指導内容が実践される。 

それによって一次的な障がいの改善だけでなく、保育や教育現場で見られるパニックや自己

否定感等の二次的な問題を少しでも予防、軽減することができると考える。教員及び保育

士等、子ども達にかかわる人々の専門性を高めるため、発達障がいのある子どもの特徴や

見立ておよび具体的な指導方法について学ぶ。 

８．学習目標 

１．発達障がいに関する基礎知識を修得する。 

２．アセスメントについて理解する。 

３．ケースに応じた具体的な支援方法や指導案が導き出せるようになる。 

９．授業展開及び 

授業内容 

【夏期】テーマ：子どもの課題を考える 

１ アタッチメント形成と課題について考える 

２ 不登校と指導課題について考える 

３ 保護者支援を関あげる 

４ 子どものからだの課題について考える 

５ 事例検討 

 

【秋期】テーマ：通常学級における特別支援教育について考える 

１ 通常の学級におけるアセスメントについて考える 

２ 通常の学級における特別支援教育について考える 

３ 通常の学級における配慮とは何かを考える 

４ 通常の学級における自立活動について考える 

５ 事例検討 

 

【冬期】テーマ：子どもにかかわる大人としてするべきことについて考える 

１ 子どもをみることについて考える 

２ 今の保育・幼稚園・学校教育の現状について考える 

３ 子どもにかかわるおとなとしてするべきことについて考える 

４ 「今大切にするべきものは」もついて考える 

５ 事例検討 

 

 

 

 

 



RST-002（必修） 

授 業 概 要 

１．科目名 就学前の特別支援教育 

２．時間数 １８時間 時期 夏・秋・冬 各 4 回 

３．必修・選択区分 必修 

４ 授業形態 講義 

５．参考書 なし（講義毎にプリント配布） 

６．担当者 教育学部 非常勤講師 松本恵美子 

７. 概要 発達障害児が困っていることに、私たちは本当に理解をして対応できているのだろうかと思うこ

とがよくあります。私たちが彼らのことを本当に理解ができていれば、彼らに“わかる”伝えができ

ているはずなのに、お互いに伝えられず・理解できずの負のトルネードに巻き込まれていると感

じることが多いのはどうしてでしょうか？ 

子どもの行動を正しく理解できれば、分かる伝えができるはずです。 

この行動の理解の方法の一つに応用行動分析があります。 

ペアレントトレーニングに用いられる基本的な方法でもあります。 

応用行動分析について、簡単に見てゆきましょう。 

８．学習目標 

１．発達障害児の乳幼児期のスクリーニングと発達障害乳幼児に特有のこころとからだの発 

達に関する基礎知識を修得する。 

２．発達障害幼児が成長の課程においてつまずくポイントと様々な方法による支援方法を理 

解する。 

３．発達障害児の保護者、家族に対する支援ができるようになる 

４．ケースに応じた具体的な支援方法や指導案が導き出せるようになる。 

９．授業展開及び 

授業内容 【夏期】（各回 90 分 19：00-20：30） 

発達障害児の困り感への理解と対応 

第１回 応用行動分析とは 

第２回 応用行動分析の基本 

第３回 子どもへの接し方 

第４回 生活支援のための対応 

 

【秋期】（各回 90 分 19：00-20：30） 

気になる子どものどこを気にしていますか？ 

第１回 胎生期から 0 歳前半を見る 

第２回 0 歳後半から 2 歳の間を見る 

第３回 2 歳から 3 歳の間を見る 

第４回 1～3 歳、3～4 歳の間を見る 

 

【冬期】（各回 90 分 19：00-20：30） 

モンテッソーリ教育の日常での活かし方 

第１回 身体を上手に使う 

第２回 手を上手に使う① 

第３回 手を上手に使う② 

第４回 分別する 

 

 

 

 

 



RST-003（必修） 

授 業 概 要 

１．科目名 特別支援教育コーディネータートレーニング 

２．時間数 １５時間 時期 

年６回 土曜日 

（座談会は平日夜間の可能性あり） 

３．必修・選択区分 必修 

４. 授業形態 講義および演習（事例検討ワーク、双方向討論、座談会等） 

５．参考書 なし（講義毎にプリント配布） 

６．担当者 実務家教員および外部委員（教育委員会等、保育園長等） 

７. 概要 

当講義では特別支援教育コーディネーターに欠かすことのできない「リスクマネジメント」、「相

談援助」について学修する。また、社会的な問題である「子供の貧困」、「ハラスメント」につい

ても学修し、どのような支援が子どもに必要か等のニーズ把握を行い、客観的なアセスメント

（生活課題の分析・実態把握）を行うための「リスクマネジメント」、「相談援助」について基礎

から学びなおす。 

８．学習目標 

１．コーディネーターに必要な、リスクマネジメントや相談援助に関する基礎知識を修得する。 

２．関係機関と連携するための実践ノウハウを修得し、当講義において設定する行政および

施設関係者との座談会等を通じて、地域ネットワークを構築する。 

３．２のネットワークを生かして、地域における中核的コーディネーターとして支援方法が提案

できるようになる。 

９．授業展開及び 

授業内容 

１ ハラスメント①（90 分）     

２ ハラスメント②（90 分）    

３ 子どもの貧困（90 分）     

４ リスクマネジメント（90 分）  

５ 外部機関との連携①（座談会）(120 分)  

６ 相談援助①（90 分）      

７ 相談援助②（90 分）     

８ 児童虐待と地域連携（120 分） 

９ 外部機関との連携②（座談会）(120 分)  

【注意事項】 

※講義の開講順と担当教員は変更になる場合があります。 

※講義は土曜日の午前中に開講します。 

外部機関との連携（座談会）は、平日の夜間に開催いたします。 

※変更が生じた場合は、速やかにお知らせします。 

 

 

 



RST-004（必修） 

授 業 概 要 

1.科目名 特別支援教育特論 

2.時間数 30 時間 時期 春学期 水曜 

3.必修･選択区分 必修 

4.授業形態 講義 

5.参考書 必要に応じて、授業で文献を紹介します。 

6.担当者 人間行動学研究科 非常勤講師 花熊曉 

7.概要 

 我が国ではいま、誰もが相互に人格と個性を尊重しあい、人々の多様なあり方を相互に認め合える全員参加型の社会

である「共生社会」の形成が国家的な目標とされています。そうした社会を形成していくためには、学校教育においてインクル

ーシブ教育システムを構築することが重要であり、そのためには特別支援教育を着実に進めていく必要があります。 

 本授業では、障がいの捉え方の歴史的変遷と現在の障がいの捉え方の理解をもとに、特別支援教育が求められた背

景、特別支援教育のシステムと支援の基本（基礎的環境整備と合理的配慮）、特別支援教育を支える法制度等の事項

について学びます。 

 また、それらをもとに、LD、ADHD、ASD、DCD 等の発達障害の定義と状態像について、医学と教育の両側面から概観

し、これらの子どもたち（人たち）に必要な支援のシステムと内容、支援者に求められる専門性と倫理について学びます。 

8.学習目標 
（１） 障がいの捉え方の歴史的変遷と現在の障がいの捉え方（ICF,2001）を述べることができる。 

（２） 特別支援教育が求められた背景と特別支援教育の最新の動向について説明できる。 

（３） インクルーシブ教育システムの理念と基礎的環境整備、合理的配慮について説明できる。 

（４） 学校・園における特別支援教育の体制づくりと支援者の役割、支援者に必要な専門性と倫理について説明できる。 

（５） LD、ADHD、ASD、DCD 等の発達障害の定義と状態像と支援の基本を述べることができる。 

（６） 長期的な観点に立った支援と移行支援の必要性について説明できる。 

（７） 特別支援教育と発達障害支援の今後の課題を述べることができる。 

9.授業展開 

及び 

授業内容/ 

アサイン 

メント 

(宿題等) 

1.◇障がい支援の動向 

・講義 ①「障害」の捉え方の歴史的変遷 ②いま、障がい支援に求められること 

2.◇学校教育の今日的課題 

・講義 ①特別支援教育の理念 ②特別支援教育が求められる背景 ③特別支援教育と通常の教育の関連性  

3.◇「特殊教育」から「特別支援教育」へ 

・講義 特別支援教育の歴史  

4.◇特別支援教育の理念とシステム 

・講義 ①特別支援教育の理念と意義 ②特別支援教育のシステムの全体像 

5.◇特別支援教育の展開 その１ 

・講義 ①学校における特別な教育ニーズの実態把握 ②個に応じた支援を必要とする子どものアセスメント  

6.◇特別支援教育の展開 その２ 

・講義 学校・園における支援体制 

7.◇特別支援教育の展開 その３ 

・講義 個別の指導計画の作成 

8.◇特別支援教育の展開 その４ 

・講義 個別の教育支援計画の作成 

・討論 個別の教育支援計画がなぜ必要なのか  

9.◇特別支援教育の展開 その５ 

・講義 ①関係機関（医療、福祉、労働）との連携 ②移行支援 

10.◇発達障害の理解 

 ・講義 ①発達障害とは ②発達障害の歴史 ③発達障害を巡る動向 

11.◇LD（学習障害）概論 

・講義 ①LD の定義 ②LD の状態像と支援の基本 

12.◇ADHD（注意欠如多動症）概論 

・講義 ①ADHD の定義と状態像 ②ADHD の支援の基本 

13.◇ASD（自閉スペクトラム症）概論 

・講義 ①ASD の定義と状態像 ②ADHD の支援の基本 

14.◇DCD（発達性協調運動症）及び、発達障害の周辺にいる子どもたち 

・講義 ①DCD の理解と支援 ②発達障害の周辺にいる子どもたちの理解と支援  

15.◇まとめ：特別支援教育と発達障害支援の今後の課題 

①支援対象の拡大（ギフテッド、２E 等） ②支援システム面の課題  

10．成績評価 
①授業内の討論 30% ②内容理解確認のための小テスト 40% ③最終レポート 30%  

11．コメント 

特別支援教育の理念、システム、具体的内容を理解する上での基礎となる授業内容なので、特別支援教育に関する基

本概念をしっかり把握してください。 

 



RST-005（必修） 

授 業 概 要 

1.科目名 発達障害教育特別演習Ⅰ 

2.時間数 30 時間 時期 春学期 火曜 

3.必修･選択区分 必修 

4.授業形態 講義・演習 

5.参考書  

6.担当者 人間行動学研究科 非常勤講師 中尾繁樹 

7.概要 

【目的】具体的なテーマに沿った実践研究を行うことにより、発達障害に関する分野での実践・研究に必要とな

る現場体験及び文献講読による実践分析力と研究方法のと習得をめざす。 

【概要】発達障害児における現場での課題と心理・教育学的に検討するための具体的方法論を知り、また最

新の研究動向を知る中で、現在の発達障害教育の教育課題に対するエビデンスの収集と問題のたて方と研

究方法を学ぶ。 

8.学習目標 

① 発達障害教育学の基本概念と研究方法論を知る。 

② 研究課題に沿った、エビデンスと実践での情報収集及び分析を行う。 

③ 修士論文に向けた研究課題設定を行うことができる。 

9.授業展開 

及び 

授業内容/ 

アサイン 

メント 

(宿題等) 

1. オリエンテーション ・授業の進め方 

★次回までに、自身の研究主題にあった発達 

障害に関する海外文献を３つ検索し、日本の 

論文と比較するための準備。 

2. 実践体験と分析(1) ・発達障害に関する問題の課題分析 ○海外論文発表① 

★実践体験及び調査のためのフィールドを確

保し、課題の分析を行う。 

3. 実践体験と分析(2) ・発達障害に関する問題の課題分析 ○海外論文発表② 

★実践体験及び調査のためのフィールドを確

保し、課題の分析を行う。 

4. 実践体験と分析(3) ・特別支援教育現場での実践報告と分析 ○海外論文発表③ 

★実践体験及び調査のためのフィールドを確

保し、課題の分析を行う。 

5. 実践体験と分析(4) ・特別支援教育現場での実践 ○海外論文発表④ 

★実践体験及び調査結果等の報告のまとめ

を次回までに行う。 

6. 実践体験と分析(5) ・発達障害に関する問題の課題分析 ○海外論文発表⑤ 
★実践体験及び調査結果等の報告のまとめ

を次回までに行う 

7. 実践体験と分析(6) ・発達障害に関する問題の課題分析 ○海外論文発表⑥ 
★実践体験及び調査結果等の中間報告の

まとめを次回までにＰＰＴで準備する 

8. 実践体験と分析(7) ・中間報告 ○中間報告会と議論、討論、課題と問題解決 
★実践体験及び調査結果等の中間報告の

課題を受けて準備検討する。 

9. 実践体験と分析(8) ・特別支援教育現場での実践報告 ○海外論文発表⑦ 
★実践体験及び調査結果等の中間報告の

課題を受けて準備検討する。 

10. 実践体験と分析(9) ・特別支援教育現場での実践報告 ○海外論文発表⑧ 
★実践体験及び調査結果等の中間報告の

課題を受けて準備検討する。 

11. 実践体験と分析(10) ・発達障害に関する問題の課題分析 ○海外論文発表⑨ 

★実践体験及び調査結果等の中間報告の

課題を受けて準備検討する。 

12. 実践体験と分析(11) ・発達障害に関する問題の課題分析 ○海外論文発表⑩ 
★実践体験及び調査結果等の最終報告に

向けて準備検討する。  

13. 個人の発表と討議(12) ・分析結果のまとめ 
★実践体験及び調査結果等の最終報告に

向けて準備検討する。 

14. 個人の発表と討議(13) ・分析結果のまとめ 

★実践体験及び調査結果等の最終報告に

向けて準備検討する。 

15. 個人の発表と討議(14) ・最終報告 
 

10．成績評価 実践での分析結果の発表：50％   最終レポート：50％ 

 

 

 

 

 



RST-006（必修） 

授 業 概 要 

1.科目名 特別支援教育実践研究 

2.時間数 30 時間 時期 秋学期 木曜 

3.必修･選択区分 必修 

4.授業形態 講義・演習 

5.参考書   

6.担当者 人間行動学研究科 非常勤講師 中尾繁樹 

7.概要 

具体的なテーマに沿った実践研究を行うことにより、特別支援教育学の分野での実践・研究に必要となる現

場での実践分析力と研究方法の習得をめざす。 

特別支援教育における現場での課題と心理・教育学的に検討するための具体的方法論を知り、また最新の

研究動向を知る中で、現在の特別支援教育の教育課題に対するエビデンスの収集と問題のたて方と研究方

法を学ぶ。 

8.学習目標 

① 特別支援教育学の基本概念と研究方法論を知る。 

② 研究課題に沿った、エビデンスと実践での情報収集及び分析を行う。 

③ 修士論文に向けた研究課題設定を行うことができる。 

9.授業展開 

及び 

授業内容/ 

アサイン 

メント 

(宿題等) 

1. オリエンテーション ・授業の進め方 

★自身の研究テーマに沿った実践現場の確 

保と研究目的の整理 

2. 実践体験と分析(1) ・特別支援教育現場での実践報告と検討①  

★自身の研究テーマに沿った実践現場の確 

保と研究目的の整理 

3. 実践体験と分析(2) ・特別支援教育現場での実践報告と検討②  

★自身の研究テーマに沿った実践現場の確 

保と研究目的の整理 

4. 実践体験と分析(3)  

・ソーシャルスキルの指導(1)  ①ソーシャルスキル ②ライフスキル 

・特別支援教育現場での実践報告と検討③ 

★自身の研究テーマに沿った実践現場の確 

保と研究目的の整理 

5. ・実践体験と分析(4)  

・ソーシャルスキルの指導(2)  ①ソーシャルスキルの指導法 

・特別支援教育現場での実践報告と検討④  

★自身の研究テーマに沿った実践現場の確

保と研究目的の整理 

6. ・実践体験と分析(5)  

・ソーシャルスキルの指導(3)  

①感情と表現 ②適応 ③自尊感情 ④社会情緒的発達 

・特別支援教育現場での実践報告と検討⑤  

★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査実践開始① 

7. ・実践体験と分析(6) 

・ソーシャルスキルの指導(4)  ①自己理解 ②他者理解 ③セルフアドボカシー 

・特別支援教育現場での実践報告と検討⑥ 

★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査実践開始②と中間報告に向けたまとめ 

8. 実践体験と分析(7) ・特別支援教育現場での実践   中間報告  
★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査実践開始③ 

9. ・実践体験と分析(8) 

 ・感覚と運動の指導 

①感覚運動機能 ②目と手の協応 ③不器用さ(発達性協調運動症) 

・特別支援教育現場での実践報告と検討⑦ 

★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査結果分析① 

10. ・実践体験と分析(9) 

・感覚と運動の指導(2)  ①姿勢保持 ②感覚運動機能の指導 

・特別支援教育現場での実践報告と検討⑧  

★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査結果分析② 

11. 実践体験と分析(10)  ・特別支援教育現場での実践報告と検討⑨   
★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査結果分析③ 

12. 実践体験と分析(11)  ・特別支援教育現場での実践報告と検討⑩  
★自身の研究テーマに沿った実践現場での調 

査結果分析④  

13. 個人の発表と討議(12)  ・分析結果のまとめ 

14. 個人の発表と討議(13) ・分析結果のまとめ 

15. 個人の発表と討議(14) ・最終報告 
 

10．成績評価 実践での分析結果の発表：20％  中間レポート：30％  最終レポート：50％ 

 

 

 



 

（選択科目）RST-007 

授 業 概 要 

1.科目名 発達障害教育特論 

2.時間数 30 時間 時期 秋学期 水曜 

3.必修･選択区分 選択 

4.授業形態 講義・演習 

5.参考書 必要に応じて、授業で紹介します。 

6.担当者 人間行動学研究科 非常勤講師 花熊曉 

7.概要 

発達障害の子どもたちの支援で最も大きな課題となるのが、教科学習の基礎となる読み書き能力の困難への支援

と、周囲の人たちとのコミュニケーションの困難への支援です。本授業では、これら２つの課題への支援を行うに際して

の、基礎知識・理論を学ぶとともに、子どもたちが示す困難の具体像、実態把握・アセスメントの方法、支援の観点

と方法、支援の実際等について、事例等を挙げながら具体的に学びます。 

8.学習目標 

① 読み書きの発達や言語・コミュニケーションの発達とその困難の理解に必要な基本用語を説明することができる。 

② 「読む・書く」「聞く・話す」の実態把握・アセスメントの方法を具体的に挙げることができる。 

③ 発達障害の子どもたちに見られる「読む・書く」と「聞く・話す」の困難の原因と困難の具体像を説明することがで

きる。 

④ 子どものつまずきの原因と支援の方法・内容を関連づけて述べることができる。 

9.授業展開 

及び 

授業内容/ 

アサイン 

メント 

(宿題等) 

1. 読み書き能力を習得することの意義  

2. 読み書きに関する基礎理論（その１） 

   ①音と文字の対応 ②言語による文字表記体系違い 

3. 読み書きの基礎理論（その２） 

日本語の文字表記体系の特徴 

4. 読み書きの基礎理論（その３） 

読み書き能力の発達過程：エマージェントリテラシーの発達 

5. 読み書きの基礎理論（その４） 

読み書き能力の発達過程：音韻意識、呼称速度、ワーキングメモリー 

6. 特異的な読み書きの困難 

①ディスレクシアと LD  ②より広範な困難（ADHD、ASD） 

7. 読み書きの困難の実態把握・アセスメント  

8. 「読む・書く」の指導の実際  

9. 事例による検討 

10. 言語・コミュニケーションに関する基礎知識と基礎理論  

11. コミュニケーションと言葉の発達の道筋 

12. 発達障害の子どもたちにみられる言語・コミュニケーションの困難の状態像  

13. 「聞く・話す」の領域の実態把握とアセスメント事例による検討（２）－１  

14. 言語・コミュニケーション支援の観点と方法 

15. 事例による検討とまとめ 

10．成績評価 ① 授業内での討論 30%   ② 小レポート 30%   ③ 最終レポート  40% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（選択科目）RST-008 

授 業 概 要 

1.科目名 学級経営学特論 

2.時間数 30 時間 時期 春学期 火曜 

3.必修･選択区分 選択 

4.授業形態 講義と演習 

5.参考書  

6.担当者 人間行動学研究科 非常勤講師 中尾繁樹 

7.概要 
様々な視点に基づく学級（ホームルーム）経営ついて多面的に考察することを通して、現場における実践力の向上を図る。 

 

〇議論と対話、思索を通して、柔軟な思考力と多角的な視座を形成するとともに、リーダーシップの重要な要素であるコミュニケーション能 

力の向上を図る。 

〇学級経営に係る諸課題とその克服のための方策について考究する。 

・学校は社会的な教育機関であるという特性のため、その社会の変化の影響を少なからず受ける。そしてそこから生じる課題とそれに対 

応するための柔軟な対応力が必要とされる。現在学校を取り巻く社会は、まさに大変革の時代と呼ばれている。ビッグデータを活用した

AI による新たな社会の構築は、どのような社会構造の変化をもたらすのか、また新型コロナウイルスの影響で世界の人の流れが今は停

滞しているように見えるが、グローバル化という大きな流れが一層進展していくだろうと予想される中で、未来の世界を生きる子どもたちに

今どのような力をつける必要があるのかなど、学校教育の課題は益々多様化している。学級の中で子どもたちをどう育て、様々な課題

をどう解決していくかを学級経営を通して検証する。  

8.学習目標 
① 学級経営の基本概念と研究方法論を知る。 

② 研究課題に沿った、エビデンスと実践での情報収集及び分析を行う。 

③ 学級におけるアセスメントの構造について、困っている子どもたちの特性から説明することができる。 

④ 生徒指導上の諸問題について、困っている子どもたちの特性から説明することができる。 

⑤ 教科指導と学級経営の課題について、説明することができる。 

⑥ AI や IT 技術に関する STEM（科学・技術・工学・数学）教育の世界と日本の現状について理解しマネジメントすることができる。 

9.授業展開 

及び 

授業内容/ 

アサイン 

メント 

(宿題等) 

1. オリエンテーション 学級経営とは何か(文科省方針を踏まえて)  

毎回の課題に対して、事前に考察

し、文字化しておく。 

2. 学級におけるアセスメント① 

3. 学級におけるアセスメント② 

4. 学校園における学級経営の具体的方策①  

学校・園における支援体制 I:通常の学級における支援 

①基礎的環境整備 ②合理的配慮   

5. 学校園における学級経営の具体的方策②  

学校・園における支援体制 I:通常の学級における支援 

①学習指導要領 ②教育課程 ③学級経営  

AI や IT 技術に関する STEM（科学・技術・工学・数学）教育の世界と日本の現状について 

6. 「いじめ」「不登校」についての理解と対応① ・講義：「いじめ」「不登校」の現状と理解  

7. 「いじめ」についての理解と対応② ・講義：「いじめ」の具体的対応  

8. 「不登校」についての理解と対応② ・講義：「不登校」の具体的対応 

9. 学校・園における支援体制Ⅱ:通級による指導 

①通級による指導の制度の変遷 ②自立活動 ③自校通級・他校通級・巡回による指導 

10. 学校・園における支援体制Ⅱ:通級による指導 

①通常の学級との連携 ②専門機関との連携 

AI や IT 技術に関する STEM（科学・技術・工学・数学）教育の世界と日本の現状について  

11. 生徒指導上の諸問題の理解と対応①  ・講義：生徒指導上の諸問題と子どもたちの発達特性、困り感 

12. 生徒指導上の諸問題の理解と対応②  ・討議：発達特性に応じた生徒指導とは？ 

13. 保護者対応 

14. 学校・園における支援体制Ⅲ:コーディネーターの役割とリソースの活用 

①チーム学校 ②特別支援教育コーディネーター ③校内委員会  

15. 学校・園における支援体制Ⅲ:コーディネーターの役割とリソースの活用 

①特別支援教育支援員 ②地域リソースの活用   

10．成績評価 

授業内の対話・交流・議論・発表等への参加姿勢 30％ 

課題の発見と解決に向けた幅広い行動力 30％ 

課題に対する読解力・思考力・判断力・表現力等の言語能力 40％ 

 






